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1． まえがき 
水文確率値の算定は一般的に毎年確率値が用いられ

ている。しかしデータ数が少ないときなど、毎年確率の

年間第１位の値のみで無く、全体の分布傾向を知るうえ

で第２位第３位の値も含めて考えた確率が望ましい場

合がある。また対象とする規模の現象が必ずしも毎年発

生しない場合など毎年確率値があてはめにくい時には、

非毎年確率を検討する必要が生ずる。河川計画の分野に

おいては、非毎年確率は近年毎年確率の適合度が低い場

合の検討事項として取り上げられ始めているが、あまり

利用されてこなかったため、詳細については十分に解明

されていない部分がある。ここでは非毎年確率分布の課

題である閾値と確率値の関係、及び分布の適合度につい

て報告する。 
 
２．非毎年確率分布 
降雨量を x として非毎年データの非超過確率の分布と

して以下のようなものが用いられている。 
１）指数分布 
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２）一般化パレート分布 
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ただし 0xx i0 >− である。 

 

これを確率年で表現するために以下の方法を用いる。 
ある閾値ｘ０を越えた洪水ピークの発生間隔がポアソ

ン分布に従うものとし、ある事象がおこる年平均生起回

数をλとすれば、年間の生起回数 X がｍである確率は 
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ここで x ミリの降雨以上の降雨が発生する年平均生起

回数を ( ))(1 xG−=∗ λλ     とおく。 

=λ M／N  M：N 年間で閾値ｘ０を越えた降雨数 

年超過確率は年平均λ＊回起こる事象が 1回以上起こる

ことであるから、年非超過確率はｍ=0 として 

=)x(F ( )[ ]{ }xG1expe * −−=− λλ ・・・３） 

となる。ｘミリを越える非毎年の年非超過確率は３）式

に G（ｘ）として 1),２)式の F（ｘ）を用いることによ

り求めることができる。G（ｘ）が指数分布のときはグ

ンベル分布、一般化パレート分布のときはＧＥＶ分布の

形状となる。 
 
３．閾値と確率値の関係 
非毎年確率は一般に閾値が用いられている。非毎年確

率分布の他の定数は、各データ値の分布に適合するよう

にいろいろな手法で決めることが出来る。しかし閾値は

データそのものの範囲を変えるので、定める手法に明確

なものが無く、かつ確率値にも大きく影響する。 
閾値の違いによる閾値以上のデータ数について、道内

６箇所の雨量観測所の６０ヵ年の日雨量でみると表―

１のようになる。 
表―１ 各地点のデータ数と閾値の関係（データ年数 60 年）

データ数 札幌 旭川 寿都 帯広 網走 根室

20 92.5 75 78 93.6 65.1 92.6

30 82.5 66 69.5 82 58.9 78.6

50 65.5 53.5 60 70 49 69.5

75 55 46.5 50.9 61 42 62.5

100 47.5 41.5 45.5 52.5 39 56.5

150 40 35.5 39.4 46.1 33.5 49.5

200 36.1 30.5 35.5 41 29.3 44.5

300 31 26.4 30.1 34 25 37
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図－１は 60 年間の非毎年データについて、閾値の大

小によるデータ数と 100 年確率値の変化を見たもので

ある。計算法は指数分布にポアソン分布を適用したもの

である。どの観測所もデータ数が多くなるほど確率値が

小さくなることが分かる。ここには示していないが 30
年間、100 年間と比較すると年数が小さいほど、確率値

のデータ数による減少割合が大きい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この傾向は、他のプロッティングポジションを用いた

計算法などにも見られ、閾値の適切な設定が重要である

ことを示している。 
 
４．閾値と適合度の考え方 
どのような閾値を選ぶべきかについては、信頼の高い

確率値を得る上で、分布の適合度が一つの指標となると

考えられる。適合度の指標として、多く用いられている

ものとして、SLSC と相関係数（COR）がある。 
１）SLSC 
採用分布形の理論クオンタイルと標本順序統計量と

の誤差度合を測る指標で、次式によって定義される。 
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s0.99、s0.01:それぞれの非超過確率 0.99 と 0.01 に対する

当該確率分布の標準偏差 
si:順序統計量データを推定母数で変換した標準変量 
ri:プロッティングポジションに対応した理論クオンタ

イルを推定母数で変換した標準変量 
２）X－COR 

順序統計量 Xi（標本）に対応するプロッティングポ

ジションにおける理論統計量 Yi について、以下の式で

示される。 
                    
                   ・・・５） 
 
 

これらの値が閾値によりどのように変化するかを調べ、

SLSC が小さく、X－COR が大きくなる閾値を採用す

る。 
 
6．計算例 
図―２及び図―３は、指数分布にポアソン分布を用い

た計算法の場合の SLSC および X-COR と、閾値による

データ個数との関係をみたものである。他の年数の場合

も含め、平均的には SLSC はデータ年数程度の個数、

X-COR はデータ年数よりやや大きい個数で最適になっ

ているが、観測所によるばらつきが大きい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．あとがき 
非毎年確率は、近年毎年確率とあわせて比較検討さ

れるようになっており、重要性が増しているが課題も

多い。閾値の最適化は、確率分布の評価手法と密接な

関係があり、さらに検討が必要である。 
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図－２　各都市のSLSCと閾値の関係
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図－３　各都市のX-CORと閾値の関係
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図－１　各都市の１００年確率値と閾値の関係
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